
日本基督教団 八ヶ岳教会 降誕祭 主日礼拝   NO.1203  2021 年 12 月 19 日 10:30~ 

牧師  山本護       司式  渡部敬子   奏楽 花曲琴音  ※讃美歌は二番までうたいます                                                                     

前  奏 黙想 

讃 美 歌  Ⅱ-128 世のひと忘るな 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書 民数記 18:15 

       ルカによる福音書 2:15~20 

讃 美 歌 109 きよしこのよる 

説  教  『 みんな帰ってしまったが 』 

祈  禱 

讃 美 歌  103 まきびとひつじを 

聖 餐 式 

讃 美 歌 207 主イエスよこころ 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 541 父、み子、みたまの 

祝  禱   後  奏        

 羊飼いらはベツレヘムへ急ぎ、とある家畜小屋へ辿り着き、「マリアとヨセフ、また飼い葉桶に寝か

してある乳飲み子を探し当てた(ﾙｶ 2:16)」。羊飼いは天使の言葉を人々に知らせ(2:17)、皆一様に不思

議がった(2:18)。「しかし、マリアはこれらの出来事をすべて心に納めて、思い巡らしていた(2:19)」。 

 このマリアの姿を思い描くと、どことなくさみしい感じがする。なぜだろうか。あっ、この感覚、

マリアというより幼子イエスのものかもしれない。やかましいほど豪勢に讃美した(2:13~14)天使たち

は天に帰り(2:15)、慎ましく讃美する羊飼いらも帰ってしまった(2:20)。にぎやかな来客が去り、ガラ

ンとしてさみしい子供時代の家を思い出す。つまり「飼い葉桶に寝かしてある乳飲み子(2:16)」の目

で見ているのか。このさみしい感じ、イエスがこれから歩まれる道を、暗示しているかのようだ。 

 「人であれ、家畜であれ、主にささげられる生き物の初子はすべて、あなた(アロン)のものとなる。

ただし、人の初子は必ず贖わねばならない。また、汚れた家畜の初子も贖わねばならない(民数 18:15)」。

イエスも初子だったので対象になるが(ﾙｶ 2:23)、便法として鳩で代償された(2:24)。だが長じて家を出

たイエスは、神の御心を体現し、十字架で世の罪を一身に負うという、とてつもない贖いを果たす。 

「汚れた家畜の初子も贖わねばならぬ(民数 18:15)」とは、どういうことか。汚れた家畜とは、贖罪

のために用いられる聖なる牛・羊・山羊ではない家畜のこと。だとすれば、ロバやラクダか。汚れた

家畜のイメージが、イエスと二重写しに見える。家畜小屋の飼い葉桶で始まる(ﾙｶ 2:16)神の御子の生

涯は、人々の目に麗しい聖なるものとは縁遠く、病者や貧者、虐げられた者たちとの歩みとなる。 

羊飼いたちは幼子について、「今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。

この方こそ主メシアである(2:11)」という天使の言葉を人々に知らせた(2:17)。しかし人々は、貧しい

汚れた家畜のような羊飼い(2:8)の証しを、バカバカしい世迷言として受け入れなかった(2:18)。 

ところがマリアは少し違う。「これらの出来事をすべて心に納めて、思い巡らしていた(2:19)」。羊

飼いの証言に納得したわけではない。救い主、メシア、凄い奇跡とひれ伏したわけでもない。分らな

いまま、しかし一つも疎かにすることなく、心に納め、噛みしめるように、静かに思い巡らしていた。 

人々は、天使の劇的で豪勢な讃美(2:13~14)を直接聴いたなら、信じただろうか。天の迫力に圧倒さ

れてそれなりに信じる、と思う。でもまあそれは、強大な王に屈するがごとくに信じるだけ。人々は

汚れた家畜の証言を受け入れないが(2:18)、神殿で用いられる聖なる牛や羊のことはほめ讃える(2:13)。 

クリスマスはどこで起こったか。神の御子は私たちのどこにやって来るのか。天の大軍のような諸々

の力は離れ去った(2:15)。つまり権威や権力がある場ではない。羊飼いは貧しいまま決断し(2:15)、そ

の貧しさへ讃美しながら戻って行った(2:20)。御子は、私たちのさみしい、暗い夜にやって来る。 

天使や羊飼い、みんな帰ってしまったが、キリストはずっと私たちと共におられる(ﾏﾀｲ 1/23,28:20)。

聖霊として人の悲しみや痛みに吹く。キリストは(ﾒｼｱ)、冷たい風としてこの山麓で力強く吹いている。 

みんな帰ってしまい一人になった 旅に出ても一人 生まれる時もそうだった 死ぬ時もまたそう 

一人になると肌に聖霊の風を覚える 嵐だったり微風だったり 何かしら吹いていた これからも 

クリスマスおめでとうございます。燭火礼拝は 12/24(金)PM6:30～、広く呼びかけませんが少なす

ぎても寂しい、適度に誘い合わせてお越し下さい。12/29(水)9:30～大掃除と餅つき、ぜひご参加を。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


